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１．路線バスの車内で響いた音
．
 

最近、筆者の知人から、地方への小旅行で乗車した路線バス内でおこったある出来事を聞いた。そ

れは、数人の乗客のバスが、人通りのない農村の道を走行し、停留所に停まった際のことだという。

車両先頭の乗降ドアが開いたと同時に、車内にカラン、カランという甲高い音
．
が響いた。後方の席に

いた知人は何事かと通路を覗くと、女性物の赤い杖
．
が通路前方に転がっており、続いて運転席横の二

段ある入り口のステップから、かなり高齢の女性が這い上がって
．．．．．．

きたそうだ。つまり、その音とは小

柄で腰が 90度近く曲がった高齢者が、ツーステップの階段を四肢で這い上がるため、乗車前に杖を通

路に放り上げた音だったという。また、前席にいた幾分若い高齢女性が、杖の高齢女性の着席を助け、

その後、バスは何事も無かったかのように発車した。 

この話の光景は、地方で移動（買物や通院等）に苦労する高齢者の日常生活の姿と低床のノンステ

ップバスの必要性を筆者に再認識させた。 

２．高齢者の日常の移動支援策も含めた対策 

この所、高齢ドライバーによる事故が多発している。このため政府も早急に交通安全緊急対策を決

定した。内容は大きくは三つあり、一つ目はこどもの安全確保策で保育所周辺などにキッズゾーンの

創設や安全･安心な歩行空間の整備などが盛り込まれた。残りの二つが高齢者を支える内容である。そ

の一つ目は高齢者の安全な運転を支援する安全運転支援機能を備えた自動車（「安全運転サポート車」）

のみ運転できる高齢者向けの限定免許制度を視野に入れ、詳細を検討するという。 

高齢者向けの二つ目の支援策とは、日常的な高齢の生活者の移動支援策であり、全国で「相乗りタ

クシー」を導入したり、地方で自家用車を使って有償で客を運ぶ「ライドシェア」の規制を緩和する

という。このほかにも自動運転バスの実用化に向けた検討も進めるという。地方では公共交通の利便

性が低下し、免許を持たない高齢者や免許証を返納した高齢者の大きな
．．．

課題は、買物や通院等のため

の移動手段の十分な確保にある。これらの様々な移動手段の確保策の実現を大いに期待したい。 

３．最近、自動車や交通の分野でよく聞く２つのキーワード  

さて世界のハイテクノロジー開発競争の動向は、21世紀に突入後、デジタル技術による世界的なイ
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ノベーションが急加速した。そして巨大ＩＴ企業等の世界展開により企業経営から個人の生活面に至

るまで、多様な変化が押し寄せている。その環境下で世界の自動車産業が大きな変革期を迎えている。

それを象徴するのが、「CASE（ケース：Connected、Autonomous、Shared、Electric）」と「MaaS（マー

ス：Mobility as a Service）」と呼ばれている２つのキーワードであろう。 

前者の「CASE」は Mobility（移動性、移動）を巡り既に世界中で開発競争が激化している重要な要

素技術やサービスを束ねた内容であり、後者の「MaaS」は様々な移動サービスを ICTで効率的に活用

するサービスである。具体的には、前者は ICTや AI・IoT等々を活用し低環境負荷のＥＶ等で理想的

な自動運転を目指す動きであろうし、後者は様々な交通（移動）サービスをスマホのアプリケーショ

ンで最適な各種交通サービスを一括して検索・予約・決済するという合理的な移動サービスである。

後者は国内で様々な取組が開始され、今後の中長期の動向と成果を注目したい。 

４．高齢社会の移動の課題解決で何を目指すか 

筆者がこれらの動向で注目しているのは、少子高齢社会に多彩な技術革新の成果を効率的に社会実

装して、様々な社会的課題を効果的に解決していけるか、という点である。今後、登場する移動サー

ビスが買物や通院に困る高齢者の自立した生活を支援して QOLを高められるだろうか。また、様々な

安全装置の導入や限定免許証の新設等で多くの交通事故発生をさらに抑制できるだろうか。 

すでに国内でも新しいモビリティや都市と地方の交通サービスに関する課題検討が行われてきてい

る。そして国土交通省を中心に総務省や経済産業省、環境省が連携しつつ、日本の都市や地方の状況

に適した日本版「MaaS」の実現へ向けた実証実験への取組も多数開始されている。また同時に、様々

な企業が手を組み、まちづくりや地域経済活性化を目指す動きもある。今後、既存の未活用の様々な

移動手段を法改正などで有効活用しつつ、都市や地方の生活者に役立つ経済性に優れた交通システム

を開発・導入し、地域ごとに有効活用することが重要であろう。 

同時に、高齢者や障がい者の歩行支援や移動支援機器等の活用とリンクする取組や地域におけるラ

ストマイルの支援、さらなるバリアフリー化の進展にも大いに期待したい。 
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